
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ  研究の目的  

 本研究の目的は，中学校社会科地理的

分野において（以下，地理的分野と略す），

中学生にとっての身近な社会的事象と日

本・国際社会とのつながりを多面的・多

角的に考え合う活動を通して，社会を構

築していくための主体者として、自らの

行動案を考えていける授業カリキュラム

の開発・実践を行うことにある。  

 2015（平成２７）年８月の『教育課程

企画特別部会  論点整理』において，地

理的分野が「持続可能な社会づくりの観

点から様々な課題を考察させる」という

特 色 あ る 位 置 付 け が な さ れ た 。 ま た ，

2016（平成２８）年８月の『社会・地理

歴史・公民ワーキンググループにおける

審議の取りまとめ』においても，持続可

能な社会の形成への対応を行うための資

質・能力の育成の一つに地理的分野が取

り上げられ，これまで以上に持続可能な

社会づくりを生かした学習の充実が重視

される傾向になった。しかし，新学習指

導要領の実施に向かう過程において，中

学校社会科公民的分野に比べると，ＥＳ

Ｄとしての地理的分野の授業開発・実践

に関わる研究の蓄積が十分でないのが現

状である。  

 今日においては，三重大学の永田成文  

 

教 授 や 山 根 栄 次 名 誉 教 授 を 中 心 と す る

「三重・社会科エネルギー教育研究会」

が，小学校社会科から中学校社会科まで

の実践研究を進めており ( 1 )，筆者も今年

度からそのプロジェクトに参加させてい

ただいている。本研究においては，中学

生にとっての身近な社会的事象を軸に置

いて，ＥＳＤとしての中学校社会科地理

的分野の授業カリキュラム開発・実践を

行うことにした。  

 

Ⅱ  授業カリキュラムの内容構成  

(1)題材の選定にあたって  

本研究では，「国連持続可能な開発のた

めの教育の１０年」のユネスコ国際実施

計画フレームワークの３大領域の中にあ

る，【社会・文化領域】と【環境領域】を

取り上げることにした。  

前者においては，重点分野の一つであ

る【人権】に焦点を当てた。物理的に日

本から遠い国であるタンザニアが，中学

生にとって身近な食べ物である「白身魚」

の社会的背景を考えることを通して，心

的に近い国へと転換させることを目的と

した ( 2 )。  

後者においては，重点分野の一つであ

る【自然資源】に焦点を当てた。近畿地

方における「琵琶湖問題」や中部地方に  

中部電力  公募型エネルギー・環境教育プログラム開発  

「身近なもの」からスタートするＥＳＤとしての中学校社会科
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おける「木材問題」，東北地方における「都

市鉱山問題」と東日本大震災の「三次被

害問題」を考えることを通して，実際に

中学生が行動に移せる行動案について考

えさせることを目的とした。  

(2)授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 と そ の 開

発方法  

 表１は，本研究における授業カリキュ

ラムの内容構成である。このカリキュラ

ムの作成にあたって参考にしたのは，毎

単元前に必ず行っている生徒への質問紙

調査である。生徒の「興味・関心」「疑問」

「みんなと考えたいこと」という項目を

それぞれ分析し，単元ごとに異なる抽出

生を選定して授業開発を行うようにして

いる。それでは，以下に各授業の内容に

ついて簡単に説明していく。  

①世界の諸地域について  

 本単元は，生徒Ａの問題意識をもとに

作成したものである。生徒Ａは，昨年度

（１年生）に行われたアフリカ州のカカ

オ豆の授業に思い入れが深く，モノカル

チャー経済の背景を他の社会的事象でも

考えてみたいという意識があった。  

そこで，コンビニやスーパーの弁当で  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出回っている白身魚（ナイルパーチ）の

社会的背景について，映画『ダーウィン

の悪夢』（図１）をもとに考えることを通

して，タンザニアをめぐる社会問題（特

に人権問題）を話し合う内容にした。  

 

 ②近畿地方について  

 本単元における「水がめはどうなる？」

の授業は，生徒Ｂの問題意識をもとに作

成したものである。生徒Ｂにおける近畿

地方の水道水に抱くイメージは「マズイ」

「臭い」であり，「なぜ近畿地方の水は美

味しくないのか」という疑問を強く持っ

ていた。  

 そこで，近畿地方の水がめとなってい

る琵琶湖を取り上げ，琵琶湖の環境問題

とその問題解決の方法の一つである菜の

出典）映画『ダーウィンの悪夢』の表紙を筆者編集

図１　映画『ダーウィンの悪夢』

 

地理的分野の単元 時間数 重点分野

世界の諸地域（アフリカ州）
 ①ナイルパーチ賛成？
 ②なくてはならないナイルパーチ
 ③ナイルパーチに潜む影
近畿地方
 ○水がめはどうなる？
中部地方
 ○木の行方
東北地方
 ①資源不足の助けになるか？
 ②いつまで続くのか・・・

表１　地理的分野におけるESDの内容構成（筆者作成）

１学期

２学期

４月

10月

11月

３／３時間 人権

自然環境
（水）

自然環境
（農業）

自然環境
（エネルギー・

農業）

２／４時間

実施時期

３学期 １月

１／４時間

１／４時間



花プロジェクトの内容（図２）と成果を

考えることを通して，この問題に私たち

が関われることを話し合う内容にした。  

 

 ③中部地方について  

 本単元における「木の行方」の授業は，

生徒Ｃの問題意識をもとに作成したもの

である。  

 生徒Ｃは，夏休みの宿題の一つである

「身近なエネルギーを調べよう」におい

て，木質ペレットの研究を行っていた。

そのレポートの結論には，「これからの日

本の社会は，木を有効に使っていくシス

テムを作っていかなければならない。そ

のためには、私たち中学生の努力が必要。」

と書かれていた。そして，本単元の質問

紙調査においても同様の内容が書かれて

いた。  

そこで，国内における木材の使用状況

とその歴史を考えることを通して，私た

ちの身近にある割り箸を題材にして，こ

れからの木材のあり方について話し合う

内容にした。  

④東北地方について  

 本単元における「資源不足の助けにな

る？」「いつまで続くのか…」の各授業は，

生徒Ａ・Ｂ・Ｃの問題意識をもとに作成

したものである。  

 ３名の共通点は，「東北地方は何もない」

「東日本大震災があって，東北地方の人

たちはかわいそう」という，無知であま

りにも客観的な考えを持っていることで

あった。しかし，３名とも被災地への関

わりには高い興味を示しており，三重県

から遠く離れた東北地方とのつながりを

実感させる題材が必要であった。  

 そこで，秋田県や宮城県にある精練所

による新たな資源リサイクルの取り組み

や，福島県における東日本大震災の三次

被害の一つである福島米の風評被害を取

り上げることにした。本単元については，

事前に授業内容を知らせ，再度「みんな

で考えたいこと」を調査して話し合いの

内容を選定した。  

 

Ⅲ  東北地方「いつまで続くのか…」 

の授業内容とその成果  

(1)風評被害における意識調査から…  

 授業を行うにあたって， 2015（平成

２７）年と 2017（平成２９）年に福島大

学教授の小山良太による風評被害の報告

書を参考にして ( 3 )，2018（平成３０）年

１月２４日に，附属中学校２年生を対象

（Ｎ＝１２８）に風評被害に関する事前

調査を行った。  

①東北地方のイメージ調査の結果  

放射性物質で汚染されているのではな

いかと思われる
．．．．

地域と，東北地方で購入

したくない地域の２点について，単一回  

図２　菜の花プロジェクトのサイクル
出典）「菜の花プロジェクト」ＨＰ，2017年9月20日閲覧。



 

答法の形式で調査を行った。  

 図３の調査結果によると，放射性物質

の汚染地域と思われる
．．．．

場所が，８１％の

割合で福島県になっていた。その次が宮

城県ということで，東日本大震災に関わ

る一次被害と二次被害の大きかった場所

が，生徒のなかにイメージとして形成さ

れていたことが明らかになった。また，

購入したくない地域については，小山の

調査結果では，東北地方から離れた地域

になればなるほど「購入したくない地域

はない」という結果が出ていた。この小

山の調査結果の傾向と附属中学校２年生

の結果も類似しており，東北地方の食に

関する興味・関心が低いことが明らかと

なった。  

②「食」に関する判断基準の調査結果  

「食 」の 安全に関する判断基準につい

て，９項目の質問に対して評定法（４段

階）の形式で調査を行った。  

 図４の調査結果によると，８０％を超

えて支持されている基準が「検査済みの

シール」「検査体制の詳細」であった。し

かし，「実際にどんな検査を行っているの  

 

か？」という質問に対して，福島県産の

農作物を対象に行われている「全量全袋

検査」の実施状況を把握している者は一

人もいなかった。また，メディアの重要

度については，テレビ（ＣＭも含む）と

インターネットの優先度が高いことが明

らかになった。  

 ③調査結果から構成した授業づくり  

①・②で明らかにしたように，生徒の

中には自然と「福島は危ない」という偏

見意識が形成されていってしまっている。

これは何も附属中学校の生徒に限らず，

多くの国民や世界の人々が持っている偏

見意識なのかもしれない。しかし，東日

本大震災の三次被害と言われる風評被害

を無知なまま放置し続けていいのだろう

か。持続可能な社会の形成者として，世

界に視野を広げるだけでなく，まずはこ

の国内問題を直視し，正しい事実から自

らの考えを構築していく態度が強く求め

られるように思う。  

ただし，あまりにも風評被害に関わる

問題に対して筆者がこだわって，生徒の

現実からかけ離れた授業内容にしてしま  

図３　東北地方のイメージ調査結果（Ｎ＝１２８）
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図４　「食」の安全に関する判断基準の調査結果（Ｎ＝１２８）
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っては意味がない ( 4 )。そこで今回は，こ

の問題に関心が高かった生徒Ｂの疑問を

主発問（「附属中として，週１で給食に福

島県産 day をとり入れてみてはどうです

か？」）にして，福島県の風評被害に向き

合える態度の育成を目指した授業を行う

ことにした。  

 (2)生徒Ｂの様子～授業記録から～  

 授業の導入部分は東日本大震災のイメ

ージを抽出し，三次被害に気付いていな

い生徒の状態を明らかにさせるようにし

た。その後，全量全袋検査の様子の写真

を見せて，世界で一番厳しい「食」の検

査が行われている事実を把握させる時間

にした。また，補助資料としてパワーポ

イントで農家の人たちの思い，福島県の

田畑の様子（筆者撮影の写真）を確認し，

本授業の主発問の内容に入っていく。そ

れでは，福島県の風評被害に向き合おう

とする生徒の様子を知るための手がかり

として，話し合いをしているときの授業

記録（５分間）を掲載する。なお，生徒

の名前は数字とアルファベット（１Ａ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で，教師の発言はＴとし，教師の発言に

関してはその横に発言回数を示すことに

する（生徒Ｂは５Ｃ）。  

●実施日： 2018 年１月３０日  

●授業記録のクラス：２年Ａ組（当時の  

出席者は２９名）  

Ｔ 2 0  
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福 島 県 の こ と で ， 私 た ち の 誤 解 み た い な

も の は た く さ ん あ っ た わ け で す が 、 今 回

の 話 し 合 い の テ ー マ で は ， し っ か り と 自

分 た ち と 福 島 を 向 き 合 っ て ほ し い で す 。

そ れ で は ， 意 見 ど う で す か ？  

僕 は 絶 対 に Ｎ ｏ で す 。 ま ず ， 週 １ で や っ

て も 効 果 は 出 な い と 思 う し ， 本 当 に 福 島

の 人 の た め に な る の か っ て い う 疑 問 も あ

る 。 心 の 底 か ら Ｙ ｅ ｓ と は 言 え ま せ ん 。  

私 は , Ｎ ｏ に 思 う 人 の 気 持 ち が あ ま り 分

か り ま せ ん 。 だ っ て ， 検 査 を し て 大 丈 夫

な こ と が 分 か っ て る ん だ か ら … 。 今 ま で

の 自 分 が 福 島 の 人 た ち に 申 し 訳 な い 気 が

し て い て … 。 な ん か 食 べ 物 に 「 東 北 」 っ

て 聞 い た り 見 た り し た だ け で ， 自 然 に 避

け て い た 気 が す る し 。で も 今 回 の 授 業 で ，

そ ん な 考 え が 間 違 っ て い た と い う こ と も
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分 か っ た し ， 私 た ち が 買 っ て 福 島 の 農 家

の 人 た ち が 助 か れ ば い い な と 思 い ま す 。  

で も さ ， 東 北 っ て 遠 い し ， そ れ だ け で 鮮

度 落 ち る や ん ？ ま ず ス ー パ ー と か で 東 北

産 の も の が あ ん ま り お い て な い っ て い う

こ と も 親 が 言 っ て た ん や け ど 。  

あ ぁ ー 確 か に そ う か も ー （ ザ ワ ザ ワ ）  

私 は Ｙ ｅ ｓ で す 。 東 日 本 大 震 災 が 起 き た

と き は 「 大 丈 夫 か な … 」 み た い な 気 持 ち

が あ っ た け ど ， 今 で は そ の 記 憶 み た い な

も の が 薄 れ て い っ て い ま す 。 そ れ は ア カ

ン こ と な ん や と 思 う け ど 、 も の す ご く 遠

い も の に な っ て ま す 。 で も ， 私 た ち が 福

島 の 人 た ち に や れ る こ と っ て ， 学 校 の 給

食 で 取 り 入 れ た り と か ， そ う い う こ と か

ら し か で き な い と 思 う 。 実 際 に 東 北 に 行

っ て み た い け ど そ ん な 時 間 も な い し 。 だ

か ら 、 学 校 の 給 食 に 取 り 入 れ て ， 福 島 の

農 家 の 人 た ち を 助 け て い く … ， と い う よ

り 助 け 合 っ て い く 気 持 ち が 大 切 な ん だ と

思 い ま す 。  

９ ９ .９ ％ は 大 丈 夫 っ て 話 や け ど ，残 り の

０ .１ ％ は ど う な ん で す か ？ そ れ だ け で

も ， 正 直 安 全 性 が 疑 わ れ て も し ょ う が な

い と 思 う し ， 学 校 の 給 食 と か に も 取 り 入

れ て ほ し く な い で す ， 僕 は 。  

そ ん な ん さ ， １ ０ ０ ％ 安 全 な 食 べ 物 っ て

本 当 に あ る の ？ よ く お 菓 子 と か で も 回 収

さ れ た り さ れ と る や ん ？（ Ｃ ： ザ ワ ザ ワ ）

あ と ， こ れ は 僕 の 意 見 に な る ん で す が ，

僕 た ち が こ う や っ て 食 べ る こ と で ， マ ス

コ ミ と か に 取 り 上 げ て も ら え た ら 一 番 な

の か な と 。 マ ス コ ミ に 取 り 上 げ て も ら え

た ら 風 評 被 害 が あ る こ と も み ん な 分 か る
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５Ｃ  

し ， こ の 事 実 を し っ て も ら え る か も 。  

Ｏ Ｋ 。 結 構 手 が 挙 が っ て ま す が ， 少 し ５

Ｃ に 聞 い て み た い こ と が 。 さ っ き さ ， 福

島 の 人 た ち と 助 け 合 っ て い く 気 持 ち の 話

し て く れ た や ん ？ な ん で そ う い う 気 持 ち

に な っ た ん ？ 教 え て 。  

う ー ん と 。 こ れ は 私 の 勝 手 な 考 え な ん で

す け ど ， 南 海 ト ラ フ の 問 題 が あ る じ ゃ な

い で す か ？ そ の と き の こ と を 思 う と ， な

ん か … 。 私 た ち も 助 け て も ら う よ う な こ

と が あ る と 思 う し ， そ れ が な く て も 助 け

合 う 気 持 ち が 大 切 だ と 思 う ん で す が … 。

あ ん ま り う ま く 言 え な い ん で す が ， そ ん

な 感 じ で す 。  

(3)生徒Ｂの考え～振り返りから～  

 

 授業記録に掲載した生徒Ｂの様子と，

図６にある生徒Ｂの振り返りの様子を合

わせて考えると，「福島県」というイメー

ジに変容があったことが分かる。  

特に，振り返りにある「９９ .９％大丈

夫と言われているのに避けて買うという

ことは，同じ国民が苦しんでいるのを見

殺しにしていることと同じ」と「私が福

島県産の野菜やコメを避けていたのは，

図６　生徒Ｂの振り返りの内容



きちんと検査されているか不安だったか

らです」の内容がその変容さを示してい

る。そして，その変容の裏側には，５Ｃ

の二つ目の発言からも分かるように，「も

し南海トラフが起きたら…」という恐さ

と，「そのときに本当に助けてくれるのだ

ろうか」という不安があった。その恐さ

と不安を打ち消すための行動案として，

生徒Ｂは「助け合う」という考えのもと

で，主発問にあるような疑問を筆者に投

げかけたのではないかと考えている。  

 

Ⅳ  今後の課題  

一年間にわたって，ＥＳＤの重点分野

を意識した中学校社会科地理的分野の授

業づくりを行ってきた。  

最初はアフリカ州の単元を中心にした

研究を行おうとしてきたが，実践を行っ

ていくうちに，一つの単元にこだわった

研究にどこまで意味があるのかという疑

問が出てきた。一年間を通して同じ視点

で授業を構成し，その授業が生徒に対し

てどこまで効果があったのか。そういう

思いから本研究は始まっている。  

しかし，生徒の変容を正確に把握する

ことができたのかと言えば，あまり自信

のある回答はできないのが現状である。

現段階で変容を分析する資料として用意

できているものは，授業記録やノートの

振り返り，質問紙調査の結果の３点しか

なく，もう少しちがう手立てはなかった

のかという思いがある。ただし本研究に

おいては，生徒Ｂから学んだことが多く，

生徒の疑問をもとにした授業づくりの重

要性に再度気付かされた。今後も，今回

の課題を踏まえつつ，生徒の視点に立ち

ながら，ＥＳＤに関わる授業実践を積極

的に行っていきたい。  

 

注  

(1)永 田 成 文 ・ 山 根 栄 次 編  三 重 ・ 社 会 科 エ ネ

ル ギ ー 教 育 研 究 会 『 持 続 可 能 な 社 会 を 考 え る

エ ネ ル ギ ー の 授 業 づ く り 』 三 重 大 学 出 版 会 ，

2017 年 。  

(2)モ ノ カ ル チ ャ ー 経 済 に 関 わ る 社 会 科 授 業

を バ ナ ナ の 視 点 で 行 っ た 実 践 と し て は ， 大 津

和 子 著『 社 会科 ＝ 一 本 のバ ナ ナ か ら 』（国 土 社 ，

1987 年 ）が あ る 。ナ イル パ ー チ の 授 業は ，大

津 実 践 を 参 考 にし て 行っ た 。  

(3)小 山 良 太「 福 島 県 産品 に 対 す る 風 評被 害 の

実 態 と 農 業 再 生 に 向 け た 取 り 組 み 」 2 0 1 7 年 。 

(4)社 会 科 に お け る パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 の 現

状 と 問 題 点 に つい て 、「真 正 学 力 」と し ての 市

民 的 資 質 が 不 問  ＝ 「 教 室 の フ ァ ン タ ジ ー 」

問 題 を 指 摘 し て い る （ 豊 嶌 啓 司 「 社 会 科 授 業

づ く り の 課 題 と 取 り 組 み  ― 指 導 要 領 改 訂 を

見 据 え て  社 会 科 「 パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 」 の

現 状・問 題・克 服 」『社 会科 教 育  2 月 号 』（ 694

号 ） 明 治 図書 、 2017 年、 pp.112-114。）。 特 に

上 記 ❷ に 関 し て は 、 価 値 判 断 と し て 意 思 決 定

や 問 題 解 決 を 伴 う パ フ ォ ー マ ン ス 課 題 の 難 解

さ が あ る こ と を 指 摘 し 、 自 己 本 位 の フ ァ ン タ

ジ ー（ 幻 想 ）ま た は他 人事 の ア カ デ ミ ック（ 学

術 ）、い ず れか 極 端 な 立場 で 学 習 せ ざ るを 得 な

く な っ て い る と い う 現 状 を 主 張 し て い る 。 今

回 の 授 業 づ く り に あ た っ て は ， な る べ く 生 徒

の 生 活 経 験 に 近 く ， 生 徒 の 疑 問 か ら 授 業 を 構

成 し て い け る よう に 工夫 し た 。  


